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概要の説明 ：

若手によるプレゼン ： 峯岸美紗 （助教）



医生物学研究所の規模とロケーション

教員総数70人（教授17人）

所員 300人

医生物学研究所



ウイルス研と再生研の統合と改称までの沿革

ATLウイルス
日沼頼夫

（文化勲章）

iPS細胞
山中伸弥

（ノーベル賞）

制御性T細胞
坂口志文

（文化勲章）

2022
医生物学研究所

世界のウイルス学、免疫学、再生医学を牽引してきた

（ノーベル賞）



医生物学研究所の領域内（主に京大内）での立ち位置

・基礎から臨床、工学から生物学までを広くカバー

・他の機関に無い施設/機器….ES細胞樹立施設、P3感染実験施設、クライオ電顕
・特徴的な分野……ウイルス学、基礎免疫学、組織工学

基礎 臨床

iPS細胞研究所

iPS細胞からの
組織/細胞の作製

生命機能科学
研究センター

医療工学分野

物質・細胞統合
システム拠点

生命の基本原理

物質と生命の
境界領域

生物学

工学
CCD網膜

人工気管

（神戸理研）

医学

京

大
病
院(iCeMS)

(BDR)

臨床試験

神経

血小板

ヒト生物学
高等研究拠点

(ASHBi)

ヒトを対象にした
生物学

医学部 （病院以外）

基礎医学
(CiRA)

人工血管

医生物学研究所

ウイルス学

組織工学

幹細胞生物学
免疫学

理論生物学

構造生物学

再生医学

細胞

組織

遺伝⼦

機械生物学

T細胞

ES細胞樹立施設P3実験施設
(LiMe)

神経科学
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ウイルス・再生医科学研究所

“生命システム研究”

再生医学・再生医療の
先端融合的共同研究拠点

ウイルス感染症・生命科学
先端融合的研究拠点

医生物学研究所

ウイルス・幹細胞システム医生物学共同研究拠点

異分野融合・先端研究・
学際研究の推進

・ウイルス感染研究

・幹細胞・発生組織研究

・多階層生命システム研究

2022年度〜

2022年度から拠点事業を統合

ウイルス研究所 再生医科学研究所

2016年度〜

ウイルス感染症・生命科学
先端融合的研究拠点

再生医学・再生医療の
先端融合的共同研究拠点



研究所内での共同研究の成果の例



COVID-19治療用多能性幹細胞由来T細胞製剤の作製に初めて成功

—特許出願を完了し臨床試験に向けた開発が本格化—

2024年7月30日水曜日

京大からニュースリリース

コロナ特異的
TCR遺伝子

コロナ特異的
キラーT細胞HLA欠損

ES細胞

新型コロナから
回復した患者

コロナ特異的
T細胞

コロナ特異的
T細胞レセプター遺伝子

免疫記憶を移植

ウイルス
感染細胞

キラーT細胞

T細胞レセプターウイルス
由来抗原

ウイルス



新聞、テレビ、ネットニュースなどで広く報じられた

2024年7月30日 MBSニュース

２０２5年１月23日
テレビ朝日「林修の今知りたいでしょ」

２０２４年１０月１６日
BSテレビ東京「いまからサイエンス」に出演

ES細胞研究センター

川瀬栄八郎准教授

再生医学

河本宏

RNAウイルス分野

牧野晶子准教授

免疫学 ウイルス学

再生免疫学分野

これらが融合した、医生研ならではの成果



この戦略は他のウイルス感染症への応用が可能と考えている

１） SARS 、 MERS 、エボラ、鳥インフルなど既知のウイルス対して
T細胞製剤を備蓄しておく

２） 次のパンデミックの時はすぐ発動できるよう体制を整えておく

・ウイルスの正体判明後100日以内に９割の人に使える細胞製剤を作れる

・G7が唱える100日ミッションに応えることができる

100日ミッション：「100日以内にワクチンや治療法を樹立する」



学内・学外他機関との連携

医学部、薬学部と連携

・クライオ電顕を新規に購入、医生研に設置

AMEDワクチン開発事業（SCARDA）のサポート機関（KIC）

機関長 上野英樹（医学部）

（2024年度〜）

（2023年度〜）

事業名：生体微細構造統合解析システム

学内：医学部、ASHBi, CiRAと連携

学外：理研IMS、東大医科研、千葉大
La-Jolla Institute、UCSD

2025年6月４日-6日＠サンディエゴ 

中国医薬大学オンサイトラボ （2024年度〜）

リーダー 萩原正敏（医学部）

２０２５年11月２９日 調印式 @ 台中市

学内：医学部、iCEMSと連携

学際領域展開ハブ形成プログラム（拠点事業） （2023年度〜）

リーダー校 九州大学 生体防御医学研究所

学外：九大 生医研、熊本大 発生研と連携

2025年9月29日–30日 合同シンポジウム @ 熊本



2022年4月、医生物学研究所に改称
河本が所長に就任

「広報に力を入れたい」

…動画配信を始めよう！



医生研の研究活動をわかりやすく伝えます

チャンネル登録者数：1080人

動画数14本

坂口先生のノーベル賞受賞を受け緊急特番として制作！



ライムさん

それぞれ約10分

メタ爺（じい）
メタルをやっているじじい

チャンネル登録者数：2210人

動画数：約90本

・対象は学生〜中高生

・医生研の研究の紹介

・医生研の研究者の日常

・科学/医学の簡単な講義


